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Charles,Shaefer, Akiko Ohnogi, et al.(2011), Play Therapy for Very Young Children, Jason Aronson.
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	治癒的遊びワークショップとは
	プレイセラピーの理論や技法に基づき、遊びを通して子どもに治癒的に 関わる方法を学ぶワークショップです。治癒的な遊びはプレイセラピーとは違い、困っている子どもにも、そうでない子どもにも用いることができ、子どものことを大切に思う大人であれば、どなたでも行うことができます。治癒的な遊びは、次のような目的にも用いることができます。
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